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本日のアジェンダ

1. 脱炭素先行地域づくり事業の全体像

2. 令和7年度事業計画と来年度の計画内容

3. 質疑応答
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①稲作の営農ソーラーシェアリング事業や植木産業の未利用剪定枝の活用等の
取組により、地域の脱炭素化を実現しながら、農家の収益の最大化、担い手確
保が期待される。

②ソーラーシェアリング・アカデミーが、先行地域に選定された自治体等と連携し人材
育成、技術革新等に貢献。発電事業者と営農者のマッチングも支援し、営農ソ
ーラーシェアリングの全国的普及に期待。都市部との交流による関係・交流人口
や移住・定住人口の増加。

③民間事業者との連携等によるBCP対策の強化により、災害被害の最小化

①全国でも例が少ない細型パネルによる水田営農ソーラーシェアリング
AC2,220kW/ DC3,144kWを導入。収量を落とさず、蓄電池の併設により安
定した売電収入を実現。地域新電力経由で先行地域の需要家に供給

②市庁舎を改修し、ZEB Readyを達成。新設の県合同庁舎はZEB Oriented
相当の省エネ性能を目指す。防災機能を有する公共施設や民間施設に
太陽光設備と蓄電池設置等でBCP対策強化

（匝瑳市）：そうさ！匝瑳モデルで脱炭素！～農業を中心とした脱炭素化推進プロジェクト～

１．民生部門電力の脱炭素化に関する主な取組

２．民生部門電力以外の脱炭素化に関する主な取組

３．取組により期待される主な効果

取組の全体像

脱炭素先行地域の対象 ：豊和・春海地区、飯倉地区、八日市場ロ・八日市場ハ地区
主なエネルギー需要家 ：公共施設：11施設、民間施設：44施設、戸建・集合住宅：2,432戸

① 植木産業から排出される剪定枝をバイオマスボイラーにより公共施設
に熱供給することで施設のLPガス利用を削減

② 植木剪定枝や竹からバイオ炭を製造し、周辺農家に土壌改良剤として
販売しながら、CO2を貯留することによりクレジット収入を獲得

③ 匝瑳市の米から発生する米ぬかからボーソー油脂が米油を製造。副産
物の脂肪酸油をイオン交換樹脂を触媒としてバイオ燃料に変換し、地
域の農機等に利用することで軽油利用を削減し、CO2を削減。

④ 大利根土地改良区等が給水時期を調整することで水田の中干期間を
延長しメタンガスの発生を抑制。クレジット収入を原資に賦課金を抑制

主要産業である農業の担い手が減少しており新規就農者の確保が急務。国内最大の植木産業から排出される剪定枝をバイオマスボイラーで公共施設に熱供給。県
内第３位の稲作農業ではソーラーシェアリング発電と中干期間の延長によるメタンガスの削減、米ぬか由来のバイオ燃料を農機に利用することでゼロカーボン米を生
産。ゼロカーボン米でどぶろくを製造し農家レストランで提供。農業を中心とした脱炭素事業を通じて農業経営の新たな収益源を創出し、新規就農者を確保。市内民
間事業者と本市の防災協定や、市内の民間事業者間のBCP対策の強化により、安心な市民生活を実現。ソーラーシェアリング・アカデミーにおいて環境教育の実施、
脱炭素化事業を推進する人材の確保、都市農村交流等を進め、関係・交流人口や移住・定住人口の増加。

共同提案者：匝瑳みらい、市民エネルギーちば、しおさい電力、富士テクニカルコーポレーション、千葉商科大学、福島大学、匝瑳市植木組合、ETANetwork Japan、エコグリーン、ボーソー
油脂、大利根土地改良区、カインズ、八日市場金融団、三菱UFJ信託銀行、匝瑳市商工会、クレアトゥラ等（共同提案者計18）

③需要家の駐車場に垂直ソーラーを導入することで、施設の有効活用と自家
消費の最大化を実現。両面パネルを採用し、発電ピークをシフトすることで系
統負荷を最小化



脱炭素先行地域づくり事業の実施体制
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令和7年度の脱炭素先行地域事業

6

環境省 匝瑳市
匝瑳みらい
株式会社事業報告

事業報告

事業委託

2.高圧・家庭向けオンサイトPPA

11.EV充電器

1.自治体の地域間連携・広報活動

4.ソーラーシェアリングアカデミー（SSA）

6.省エネ設備の導入

3.水田ソーラーシェアリング

5.成田空港オフサイトPPA

9.水田中干延長クレジット

7.剪定枝バイオマスボイラー

8.剪定枝バイオ炭

10.米ぬかバイオディーゼル



1.自治体間連携・広報活動
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令和７年度の取り組みと課題 令和８年度の実施計画
ソーラーシェアリングに関する地域間連携協定を熊
本県球磨村と2025年5月に締結し、千代田区とも同
様の協定を2025年7月に締結。

江戸川区民まつりに匝瑳市として10月12日に出展。

11月16日の畑の上フェスティバルに合わせて千代
田区から区民の視察ツアーを受入れ。

11月18日に市長が滋賀県米原市を訪問し、ソーラ
ーシェアリングの工事状況を視察。

脱炭素先行地域の愛知県岡崎市と地域新電力が
3月18日に匝瑳市のソーラーシェアリングを訪問し、
意見交換を実施。

今年度の課題

特になし

カインズやふれあいパーク八日市場など設備導
入が完成した施設を説明する報告会を実施予定。

来年度の方針
引き続き自治体連携と広報活動を進めていく。



2-1.高圧オンサイトPPA
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⮚ 公共施設2件にAC65kW/DC104kWの導入予定

⮚ 民間施設6件にAC360kW/DC576kWの導入予定

来年度の方針

令和７年度事業の経験を活かし、着実に設備導入
を進めていく。

カーポート型の設計を工夫し、コストを抑制した設
備導入を目指す。

令和７年度の取り組みと課題 令和８年度の実施計画
⮚ R6年度から繰越した需要家：DC21kW（3施設）

• 豊栄小学校：21kW

• カインズホーム：蓄電池のみ
• ふれあいパーク八日市場：蓄電池のみ

⮚ R7年度に新規導入した需要家：DC407kW（6施設）

• ふれあいセンター：54kW
• 九十九里ホーム：268kW
• おひさま畑事務所：8kW
• 毎日薬局篭部田：10kW

• 千葉日産：47kW
• FIT U：20kW

今年度の課題

市内の施工事業者が不足しているため、施工体制
を増強する必要がある。



2-2.一般家庭向けオンサイトPPA
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令和７年度は、当初の導入目標である53件に設備
を導入し、導入容量は合計265kWであった。

高効率エアコンの補助金とのセット提案を実施する
など営業面の工夫が奏功し、目標件数を達成。

東京大学の調査は今年度施工済みの36件の簡易
診断を実施。詳細診断の協力も併せて依頼予定。

家庭向けの特定計量メーターの届出が完了したた
め、2026年4月から20年間の自家消費量の計量が
可能となった。

今年度の課題

市内の施工事業者が不足しているため、施工体制
を増強する必要がある。

飯倉地区で開催したオンサイトPPAの説明会の参
加者が少なかった。プロモーションの工夫が必要。

令和８年度の導入予定容量は、600kWを予定して
おり、120世帯に設備導入を予定。

来年度の方針

設備導入した世帯の導入事例やメリットを共有し、
主体的な参加を促進していく。

特に令和7年度に発生した停電時でも蓄電池から
の電力供給により防災効果があった点をアピール。

太陽光発電を設置して自家消費をしている家庭
（卒FIT）向けに、しおさい電力への切り替えと蓄電
池の導入をセットにした補助金制度を検討予定。

商工中金と、土砂災害ハザードエリア内に位置す
る家庭に対する融資協議を進める。

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題
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3.水田ソーラーシェアリング
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みんエネの設計に基づき、EPC事業者を選定し、
発注予定。

水田のソーラーシェアリングは、対象農地の一時
転用申請を2026年4月頃に実施し、2ヶ月程度での
許可を想定。（工事着工は2026年10月頃を予定）

一時転用許可を申請する際、事業資金の裏付けと
して交付内示書、残高証明や融資証明が必要とな
る可能性があるため、概算払いの活用などの対策
を検討。

来年度の方針

引き続き、計画に沿って進める。

系統連系に必要な工事負担金を全額支払い。

市民エネルギーちばによる設計が完了。パネル遮
光率を設定し、太陽光のレイアウトと架台、キュー
ビクル、PCSを選定し、配線経路などの基本設計
が完了。

八日市場金融団とは、他のオンサイトPPAと別にプ
ロジェクトファイナンスで契約締結済み。

畑のソーラーシェアリングは、地権者と協議を進め
ており、11人の地権者のうち10名から基本合意書
に署名済。

今年度の課題

円安、資材／人件費高騰による事業性の悪化の
懸念

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題
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4.ソーラーシェアリングアカデミー事業

11

水田ソーラーシェアリングの蓄電池が不要になっ
たため、交付金の一部を令和8年度のSSA事業の
運営費として活用する効果促進事業を策定予定

令和8年度も脱炭素フェスティバルを企画し、市民
の脱炭素先行地域づくり事業に対する理解を深め
るイベントを開催する。

TERRA社が「ソーラーシェアリングで始める新しい
農業（仮）」を農文協から発刊予定

来年度の方針

市民における脱炭素先行地域事業の理解を深め
るために、公式サイトなどを活用して、市民に対す
る普及啓蒙活動を進めていく。

匝瑳市の公式サイトに脱炭素先行地域事業を紹
介するページを開設。一般家庭、民間施設、公共
施設に導入した設備を紹介する動画を作成中。

市内の全ての中学校と匝瑳高校にてゼロ課が出
前授業として、生徒が地域課題と脱炭素について
考える講義と課題研究を実施。

2025年11月9日に市役所で脱炭素フェスティバルを
開催。共同提案者であるカインズ、しおさい電力、
市民エネルギーちば、匝瑳みらいが出展。

当日は市民が脱炭素事業について考えるきっかけ
を作るため気候変動の状況、今後の対策について
意見交換するワークショップを開催。

今年度の課題

市民向けワークショップの参加者が少なかったの
で、告知方法、当日の誘導方法などの改善が必要

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題
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6.家庭の省エネ事業：匝瑳市
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来年度の住宅断熱改修は25世帯、高効率空調機
器80世帯、高効率給湯器60世帯を予定。

来年度の方針

省エネ設備を更新した一般家庭に対してアンケー
ト調査やヒアリングなどを実施し、導入に至った経
緯や導入効果について動画などで公開することで、
事業の認知度を高めていく。

省エネ補助金の市民からのニーズに合わせて、計
画の適宜見直しを進める。

既存住宅断熱改修２件、高効率空調機器91台、高
効率給湯器26台の申請を受領。

交付金の利用状況は、54百万円の予算のうち、26
百万円程度を利用。

今年度の課題

想定したよりも申請金額が少なく、予算の約半数の
申請に留まった。

特に既存住宅断熱改修の件数が2件に留まってい
ることから、断熱改修に関する理解度を高めるセミ
ナーなどの実施が求められる。

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題
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7.剪定枝バイオ炭事業
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熱海マリンサービスが開発した炭化装置(未来ロケ
ットカーボナイザー3000L)を導入し、炭化試験を匝
瑳市内で2026年1月に実施。

剪定枝のカット材300kgを炭化し、80kgを製造。品
質には問題がないことを確認した。

バイオ炭の委託先であるワーカーズコープめぐる
（労働者協同組合）と委託内容の協議を開始。

今年度の課題

現在、事業性を検討しているが、炭の生産量と販
売単価が収益性を左右する要因であるため、生産
効率の向上と付加価値の高い販路開拓が必要。

植木剪定枝の受入基準などを植木組合と協議し、
剪定枝を有価物として受入を開始予定。

バイオ炭の販売先として、農業法人匝瑳おひさま
畑を想定しており、年間5t程度を予定。

来年度の方針

バイオ炭の製造プロセスを策定し、安定した製造
体制を構築する。

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題
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9.水田中干延長事業
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中干延長事業に参画する農家は4件であり、合計
9ha程度で実施。

中干延長の実施状況を各農家に活動記録として
整理して頂き、実際の活動記録を登録済み

2026年1月20日に開催された有機農業講演会で
水田中干延長に関するチラシを参加された農家
に配布

今年度の課題

農家の負担を少しでも減らすため、市役所のゼロ
カーボン推進課の職員がサポートしたが、想定よ
りも負担が大きかった。

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題

令和７年度の実績を共有し、引き続き農家の参加
者を増やす。

来年度の方針

参加農家の負担を減らすプロセスなどを工夫する
か、農家への還元を増やせるか検討する。
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10.米ぬかバイオディーゼル
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令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題

環境省の地域共創・セクター横断型カーボンニュ
ートラル技術開発・実証事業を利用して、バイオ
燃料製造プラントの導入を予定。

設備導入費の一部は、企業版ふるさと納税を活
用し、市の持ち出しが無い仕組みで実施予定。

現在、導入先候補地として旧野栄給食センターを
想定して設計を進めている。

今年度の課題

バイオ燃料製造プラントが消防法の少量危険物
扱いにならない運用方法を考えるのが良い。

バイオ燃料の事業計画を策定し、環境省の補助事
業に申請予定。

匝瑳みらい株式会社を代表事業者とし、補助事業
の実施体制を構築。

来年度の方針

バイオ燃料の販売先を開拓するため、市内の農家
や成田空港で利用できないか調査を進める。
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11.EV充電器事業
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普通充電器は、そうさ記念公園に2基、ふれあい
パーク八日市場に2基を設置し、現在稼働中。

急速充電器(50kW)は、市役所の南側駐車場に設
置済み。現在稼働中。

八日市場瓦斯のV2Hは、 GX補助金の要綱を改
正したので、2025年11月26日に設備導入済み。

今年度の課題

特になし

EV公用車は、企業版ふるさと納税などを活用して、
導入を検討。

EV充電器は、民間施設に６基を導入予定。

来年度の方針

一般家庭オンサイトPPA事業に参画している需要
家が希望する場合は、EV充電器の設置も対応す
ることを検討中。

令和８年度の実施計画令和７年度の取り組みと課題
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